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宮城県内のみなし仮設住宅 

約２６，５００世帯に対する暖房器具配付開始へ 

みなし仮設住宅へ、ＮＧＯ等が暖房器具を配付 

 

特定非営利活動法人及び宗教法人計８支援団体は、宮城県及び各市町村と協働し、１２月初旬から宮

城県内の民間借上げ仮設住宅等（みなし仮設住宅）に住む被災者（約２６，５００世帯）に対する暖房

器具の配付を開始した。 

建設された仮設住宅への寒さ対策は、災害救助法により国が自治体を通じて対応していたが、構造上

の理由から、みなし仮設住宅への寒さ対策は特に行われてこず、建設された仮設住宅に住む被災者に対

する支援とみなし仮設住宅に住む被災者や在宅被災者に対する格差が大きな問題となっていた。 

 支援団体によれば、「東北における寒さ対策が必要だと８月から国や自治体へ提言してきた。東日本

大震災の被災規模は大きく、国の予算だけでは全ての被災者への支援が行き届きにくい。官民一体とな

って被災者支援に取り組んでいく必要がある。個人ボランティア等が小規模に寒さ対策を行いつつも、

今回、国や自治体と調整し、協力を得ながら、宮城県内全域におけるみなし仮設住宅に対する支援がで

きたことは意義深い。今後の支援については、引き続き『見えやすい』仮設住宅世帯も必要だが、『見

えにくい』みなし仮設住宅世帯や在宅被災世帯に対する支援方法を検討していくことが重要だ」という。 

 

＜配付市町村＞ 

仙台市、石巻市、塩竈市、気仙沼市、白

石市、名取市、角田市、多賀城市、岩沼

市、登米市、栗原市、東松島市、大崎市、

蔵王町、七ヶ宿町、大河原町、村田町、

柴田町、川崎町、丸森町、亘理町、山元

町、松島町、七ヶ浜町、利府町、大和町、

大郷町、富谷町、大衡村、加美町、涌谷

町、美里町、女川町、南三陸町 

＜支援団体＞ 

（宗法）カトリック中央協議会 カリタスジャパン 

（宗法）救世軍（The Salvation Army Japan） 

（特活）ADRA  Japan（アドラ・ジャパン） 

（特活）ジェン（JEN） 

（特活）ジャパン・プラットフォーム／みやぎ連携復興センター 

（特活）難民を助ける会（AAR JAPAN） 

（特活）ハビタット・フォー・ヒューマニティ・ジャパン 

（特活）ワールド・ビジョン・ジャパン 

 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 

（特活）ジャパン・プラットフォーム（JPF）東北事務所 児玉 光也 

TEL：022-399-7997 FAX：022-399-7998 

E-mail：mitsuya.kodama@japanplatform.org 

 


